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鯵ケ沢地域は青森県の南西津軽富士として知られ

る岩木山の北酉に位置している.北東の鯵ケ沢は古く

から漁村として栄えていた.徳川中期の旅行家菅江

真澄は度だびこの地を訪れている.中村川や赤石川を

さかのぼり薬草や金石を採取し俳友と交わり秀れた

紀行文(津軽野など)を残しているがやカミて鯵ケ沢を

去り海岸沿いに追良瀬深浦を経て久保田(現在の秋

田市)に至りこの地で客死している.

この地域の酉と北は南方の白神山地から延びる山地

で東は低平な丘陵台地カミ広カミっている山地にはグ

リｰンタフと呼ばれている安山岩や流紋岩の溶岩や火砕

岩類からなる新第三紀の大戸瀬層と礫岩や砂岩など浅

海性の堆積岩類からなる田野沢層がまた丘陵台地には

含油第三系と呼ばれている.同じく大童子層･赤石層

･舞戸層･鳴沢層など一連の海成層がそれぞれ分布して

いる.また海岸沿いには第四紀の海岸段丘が分布して

いる.

新第三系のうち大童子層と赤石層は秋田地方の女

川層と船川層に対比されてきた.しかし両層は秋田地

方の様に明瞭な岩相の違いカミ見られず鯵ケ沢統鯵ケ

沢層など一括されたり調査者によって区分がまちまち

であった.また赤石層と舞戸層の間にも同じような問

題があった.問題解決の方法として(1)珪藻化

石特に今までほとんど見つかっていなかった大童子層

では炭酸塩団塊から多数の珪藻化石を発見しこれに

よる分帯を行っている.また(2)多数の泥岩をX線

回折と螢光X線による全岩分析を行いこれら3層の泥

岩の鉱物量比SiO･%などの違いを明らかにしている.

また赤石層に特徴的な硬軟互層の頂部と軟部を分けて分

析しその成因にふれている.

同じ問題は北海道南西部の新第三系のなかでも見ら

れ前記の女川層と船川層大童子層と赤石層に相当す

る地層は八雲層として一括されている.これは船川層

相当層は北に向かうに従ってより珪酸質になることを意

味しており,この原因として珪藻前線北上説をあげて

いる.

この地域の西大戸瀬海岸には千畳敷と呼ばれる広い

海食台地が発達し観光地となっている.この台地は

寛政4年(!973年)の西津軽地震によって隆起したもの

でこの地域は宝永1年(1704年)など有史･先史時

代に度たび地震に見舞れて来たらしい.p.59には海
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岸段丘を切る鳥居崎断層(逆断層)の写真が掲げられて

いる.段丘面の変位活断層など活構造の研究者に

とっても恰好なフィｰノレドである.

この地方の従来の地質図幅に比べてユニｰクな報告で

ある.
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